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図‐1　維持更新費の推計（短命のケース～
　　　大蔵省令による耐用年数）

図‐2　維持更新費の推計

　　　　(長寿命のケース)

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
の
推
進

背
景

　
公
共
施
設
は
、
市
民
生
活
を
支
え
、
経
済
活
動
の

基
礎
を
な
す
必
要
不
可
欠
な
社
会
資
本
で
あ
る
。
し

か
し
、
人
間
の
造
っ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
い
つ
か

は
朽
ち
て
寿
命
が
つ
き
る
。
従
っ
て
、
都
市
の
荒
廃

を
防
止
し
、
活
力
を
保
ち
続
け
る
に
は
、
公
共
施
設

の
再
投
資
が
大
き
な
負
担
の
波
と
し
て
、
や
が
て
戻

っ
て
く
る
こ
と
は
、
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
公
共
施
設
が
健
全
に
機
能
し
て

い
る
間
は
、
多
く
の
人
々
は
こ
の
事
実
を
意
識
し
よ

う
と
し
な
い
。
ま
た
、
経
済
が
右
肩
上
が
り
で
成
長

期
の
都
市
で
あ
れ
ば
、
公
共
施
設
の
更
新
も
成
長
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
で
自
然
と
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
、

問
題
は
顕
在
化
し
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
根
拠
の
な
い
楽
観
に
安
住

す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
本
市
で
は
、
公
共

施
設
の
整
備
が
戦
後
の
人
口
急
増
に
対
応
し
集
中
的

に
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
が
今
後
、
老
朽
化
の
時
期
を
迎

え
る
。
ま
た
、
今
後
は
成
長
段
階
か
ら
成
熟
段
階
に

移
行
し
、
再
投
資
の
負
担
を
支
え
る
人
口
も
確
実
に

高
齢
化
か
つ
減
少
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
本
市
に
と
っ
て
公
共
施
設
の
老
朽
化
は
、
近
未

来
の
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
危
機
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
れ
に
対
処
す
る
に
は
、
膨
大
な
数
量
と
種
類
の

公
共
施
設
に
対
し
て
、
ど
こ
か
ら
ど
う
手
を
つ
け
る

べ
き
か
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
仕
事
に
足
を
踏
み

入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
今
や
危
機
に
つ
い

て
の
論
評
で
な
く
、
効
果
的
な
解
決
策
を
見
出
し
、

着
実
な
実
践
が
必
要
な
時
期
が
迫
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の

対
策
と
し
て
、
ま
ず
「
米
国
の
経
験
」
、
そ
し
て
「
日
本

で
の
取
り
組
み
状
況
」
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
み
る
。

①
-
米
国
の
経
験

　
米
国
で
は
、
6
0
年
代
半
ば
か
ら
、
社
会
の
多
様
化

等
か
ら
様
々
な
資
金
需
要
に
応
え
て
い
っ
た
結
果
、

Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
対
す
る
公
共
投
資
が
徐
々
に
減
少
し
て
い

っ
た
。
特
に
維
持
管
理
へ
の
予
算
配
分
は
、
プ
ラ
イ

オ
リ
テ
ィ
が
低
い
扱
い
と
さ
れ
、
適
切
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
欠
い
た
公
共
施
設
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く

老
朽
化
が
確
実
に
進
行
し
て
い
っ
た
。

　
8
0
年
代
、
つ
い
に
公
共
施
設
の
荒
廃
が
顕
在
化
し

た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
橋
梁
が
維
持
管
理
費
の
不
足

か
ら
老
朽
化
が
急
速
に
進
行
し
使
用
不
能
に
な
る
な

ど
、
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
危
機
が
吹
き
出
し
た
の
だ
。

こ
れ
は
、
財
政
難
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
け
の
事
件
で

は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
全
土
で
の
問
題
で
あ
っ
た
。
特

に
、
成
長
期
を
過
ぎ
減
少
し
た
人
口
数
で
、
イ
ン
フ

ラ
の
負
担
に
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
等
の
大
都
市
は
、
い
っ
そ
う
深
刻
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
以
来
、
米
国
に
お
い
て
、
全
国
的
な
議
論
が

は
じ
ま
る
。
様
々
の
組
織
・
団
体
で
、
維
持
更
新
の

所
要
投
資
額
推
計
や
老
朽
化
対
策
等
に
つ
い
て
検
討

が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
荒
廃
は
、

一
朝
一
夕
に
く
い
止
め
ら
れ
る
は
ず
も
な
く
、
そ
の

間
も
着
実
に
拡
大
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
9
0
年
代
に
な
り
、
連
邦
議
会
が
中
心
と
な
り
対
策

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
。
9
0
年
代
初
め
の
「
社
会
基

盤
の
再
建
」
（
連
邦
議
会
技
術
評
価
局
）
は
そ
の
１
つ

で
あ
り
、
現
状
分
析
と
対
策
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

主
な
内
容
と
し
て
、
「
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
更
新
予
算

の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
、
他
分
野
に
対
し
て
劣
位
に

あ
る
点
を
改
善
す
る
こ
と
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
補

助
金
が
不
備
で
あ
る
こ
と
。
行
政
の
し
く
み
と
財
源

の
改
革
（
例
　
長
期
資
本
改
善
計
画
を
策
定
し
た
自

治
体
に
新
た
な
財
源
を
与
え
る
等
）
、
技
術
者
の
意

欲
と
能
力
向
上
及
び
技
術
開
発
促
進
」
等
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
9
3
年
に
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
発
足
し
、

都
市
の
再
生
が
米
国
再
生
に
繋
が
る
と
し
て
、
都
市

イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
を
は
じ
め
、
情
報
や
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
へ
の
投
資
を
進
め
る
旨
が
宣
言
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
時
間
と
努
力
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
実
行
が
今
日
の
米
国
の
活
況
に

つ
な
が
っ
た
。
今
日
、
我
が
国
で
も
、
約
1
0
年
の
時

差
を
経
て
、
「
大
都
市
の
再
生
」
を
政
策
の
柱
の
１

つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
の
米
国
の
経
験
も
踏

ま
え
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
は
、
重
要
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②
-
日
本
で
の
取
り
組
み
状
況

　
ま
ず
、
国
は
2
0
0
0
年
度
の
建
設
白
書
の
中
で
、

2
1
世
紀
を
「
ス
ト
ッ
ク
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
時
代
」
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
新
規
投
資
中
心
で

あ
っ
た
日
本
の
建
設
分
野
も
、
大
量
生
産
・
大
量
廃

棄
か
ら
環
境
負
荷
の
少
な
い
仕
組
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
（
以
下
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）

を
重
視
し
た
公
共
施
設
の
設
計
や
、
民
間
住
宅
に
つ

い
て
も
長
く
使
う
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の
活
性

化
等
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
白
書
以
外
で
も
、

国
の
施
策
の
中
で
長
寿
命
化
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
等
の
キ
ー
ワ

ー
ド
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
一
方
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
へ
の

認
識
は
高
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
い
く
つ
か
の
先
駆

的
な
自
治
体
で
は
、
主
に
営
繕
部
門
に
限
っ
て
で
は

あ
る
が
、
長
期
保
全
計
画
を
つ
く
り
、
予
防
保
全
へ
の

取
り
組
み
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
取
り
組
み
は

未
だ
で
も
、
危
機
感
を
有
す
る
自
治
体
は
多
い
。

　
以
上
の
背
景
の
も
と
に
、
本
市
と
し
て
も
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と

し
て
、
適
切
に
保
全
を
行
っ
て
、
よ
り
永
く
使
用
す

る
「
長
寿
命
化
」
に
向
け
て
本
格
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
取
り
組
む
以
上
は
、
「
特

定
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
を
対

象
と
す
べ
き
こ
と
。
ま
た
、
他
自
治
体
で
も
意
識
は

高
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
が
、
本
格
的
な
取
り
組
み

は
他
に
は
例
を
み
な
い
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る

こ
と
。
か
つ
、
こ
の
問
題
は
本
市
だ
け
で
な
く
、
戦

後
急
速
に
公
共
施
設
整
備
を
し
て
き
た
多
く
の
都
市

に
及
ぶ
問
題
で
あ
る
こ
と
」
等
の
理
由
か
ら
、
市
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
全
庁
的
な
体
制
の
も

と
に
施
策
の
検
討
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

施
策
の
検
討
体
制

　
検
討
体
制
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
を
両
輪
と
し
て

平
成
1
2
年
５
月
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

①
-
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
研
究
会

　
平
成
1
2
年
度
の
施
策
研
究
会
は
、
「
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
」
が
テ
ー
マ
の
１
つ
と
し
て
設
定
さ
れ
、

公
募
及
び
推
薦
に
よ
る
1
6
名
の
メ
ン
バ
ー
で
編
成
さ

れ
た
（
注
）
。
メ
ン
バ
ー
は
、
各
施
設
の
保
全
・
管

理
に
か
か
わ
る
第
一
線
の
課
長
・
係
長
か
ら
な
り
、

現
場
の
生
の
情
報
を
汲
み
上
げ
つ
つ
、
実
態
分
析
・

ア
イ
デ
ア
出
し
・
モ
デ
ル
ス
タ
デ
ィ
等
を
行
い
、
施

策
検
討
の
先
導
的
な
役
割
を
も
つ
。
ま
た
、
３
回
に

わ
た
り
市
長
と
直
接
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
メ

ン
バ
ー
全
体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
た
。

②
-
長
寿
命
化
等
検
討
部
会

　
公
共
事
業
施
行
推
進
本
部
（
本
部
長
　
助
役
）
の

下
に
設
け
ら
れ
た
組
織
で
、
部
会
長
が
企
画
局
長
、

構
成
員
と
し
て
部
長
ク
ラ
ス
1
0
名
か
ら
な
る
。
①
の

施
策
研
究
会
で
の
材
料
を
も
と
に
検
討
調
整
し
、
政

策
と
し
て
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
す
る
役
割
を
有
す
。
５
回

の
部
会
で
の
議
論
を
経
て
、
２
回
の
推
進
本
部
会
議

に
お
い
て
、
「
長
寿
命
化
の
基
本
方
針
」
（
平
成
1
2
年

１
２
月
）
及
び
「
長
寿
命
化
の
個
別
方
針
」
（
平
成
1
3

年
５
月
）
を
と
り
ま
と
め
た
。

検
討
の
内
容

政
策
＆
調
査
研
究
・
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
の
推
進

①
-
課
題
の
整
理

　
長
寿
命
化
に
向
け
て
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
把

握
を
行
っ
た
。

（
ａ
）
目
標
耐
用
年
数
に
つ
い
て

　
施
設
を
無
駄
な
く
造
り
適
切
に
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
そ
の
施
設
を
何
年
使
う
の
か
を
明
ら
か
に

し
て
お
く
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
、

丈
夫
に
造
り
す
ぎ
た
り
、
や
る
べ
き
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
怠
っ
た
り
等
と
い
う
こ
と
が
発
生
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
、
目
標

耐
用
年
数
を
明
ら
か
に
し
た
設
計
・
建
設
・
保
全
は

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
右
肩

上
が
り
の
経
済
下
で
ど
ん
ど
ん
建
替
を
行
い
、
耐
用

年
数
の
目
標
を
意
識
す
る
習
慣
が
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
我
が
国
の
設
計
方
法
が
「
仕
様
規
定
」
（
寸

法
や
配
合
な
ど
細
か
く
定
め
る
方
式
）
中
心
で
、
耐

用
年
数
等
の
要
求
性
能
を
定
め
た
「
性
能
規
定
」
に

よ
る
設
計
法
で
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

　
一
方
、
欧
米
で
は
、
従
来
よ
り
目
標
耐
用
年
数
を

前
提
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
検
討
す
る
設
計
が
普
及
し
て
お

り
、
日
本
で
も
時
代
の
要
請
に
よ
り
性
能
規
定
に
よ

る
設
計
が
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

長
寿
命
化
へ
の
出
発
点
と
し
て
、
目
標
耐
用
年
数
の

設
定
は
大
切
な
課
題
と
い
え
る
。

（
ｂ
）
点
検
・
修
繕
等
に
つ
い
て

　
公
共
施
設
を
長
寿
命
化
さ
せ
る
に
は
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
点
検
、
正
確
な
診
断
、
こ
れ
ら
に
基
づ
く
効

果
的
な
修
繕
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
科

学
的
根
拠
（
材
料
工
学
、
構
造
力
学
等
）
や
実
務
的

根
拠
（
経
験
工
学
）
等
に
裏
打
ち
さ
れ
た
点
検
・
修

繕
等
の
規
準
を
つ
く
り
、
体
系
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
準

は
十
分
な
も
の
と
は
言
え
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
に
照

表　推計の前提

53●

な
視
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

２３



ら
し
て
深
度
化
を
図
る
べ
き
も
の
、
部
門
間
の
規
準

の
バ
ラ
ン
ス
調
整
が
欠
け
て
い
る
も
の
、
ま
た
予
算

不
足
か
ら
規
準
が
あ
っ
て
も
形
骸
化
し
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
点
検
・
修
繕
の

規
準
等
の
整
備
は
、
保
全
実
務
の
中
核
を
な
す
も
の

と
し
て
欠
か
せ
な
い
。

（
ｃ
）
予
防
保
全
か
事
後
保
全
か

　
人
体
の
健
康
と
同
じ
よ
う
に
、
劣
化
が
進
行
し
て

し
ま
う
前
に
予
防
を
行
う
こ
と
が
、
多
く
の
場
合
効

率
的
か
つ
安
価
に
つ
く
。
し
か
し
、
点
検
・
修
繕
等

の
規
準
が
不
完
全
で
あ
り
、
ま
た
予
算
不
足
の
た
め
、

実
際
は
事
後
保
全
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

（
ｄ
）
建
替
・
更
新
に
つ
い
て

　
公
共
施
設
の
更
新
費
は
、
保
全
費
に
比
べ
て
相
当

大
き
な
負
担
と
な
る
た
め
、
そ
の
判
断
に
あ
た
っ
て

は
、
技
術
的
な
基
準
と
中
長
期
的
な
資
金
負
担
を
踏

ま
え
な
が
ら
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
一
部
の
部
門

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
す
で
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
よ
り
広
く
導
入
し
、
か
つ
、

部
門
間
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
も
必
要
で
あ
る
。

（
ｅ
）
技
術
者
と
技
術
力
に
つ
い
て

　
技
術
者
に
と
っ
て
新
し
い
施
設
を
設
計
・
建
設
し
、

そ
し
て
竣
工
の
日
を
晴
れ
が
ま
し
く
迎
え
る
こ
と
に

比
べ
、
既
に
あ
る
施
設
を
地
道
に
保
全
し
て
い
く
こ

と
は
、
や
や
華
や
か
さ
に
欠
け
る
仕
事
で
は
あ
る
。

　
し
か
し
、
保
全
に
関
す
る
技
術
は
、
材
料
工
学
・

構
造
力
学
・
制
約
の
大
き
い
施
工
法
・
診
断
予
測
技

術
等
、
よ
り
総
合
性
の
高
い
技
術
で
あ
る
と
も
い
わ

れ
る
。
ま
た
、
目
的
物
が
現
に
目
の
前
に
存
在
す
る

こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
市
民
の
厳
し

い
目
の
存
在
な
ど
、
よ
り
ご
ま
か
し
の
き
か
な
い
分

野
で
も
あ
る
。
民
間
住
宅
で
も
新
築
よ
り
リ
フ
ォ
ー

ム
の
技
術
者
の
方
が
豊
富
な
経
験
を
求
め
ら
れ
る
。

　
米
国
で
は
、
橋
梁
の
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
と
い
う
国

家
資
格
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
橋
梁
の
点
検
・
診
断
を

行
う
専
門
技
術
者
で
、
高
い
技
術
力
に
裏
打
ち
さ
れ

た
強
力
な
権
限
を
持
ち
、
広
い
尊
敬
を
集
め
て
い
る
。

　
本
市
で
も
、
保
全
に
関
す
る
意
欲
と
プ
ラ
イ
ド
、

そ
し
て
技
術
力
を
有
し
た
優
れ
た
技
術
者
の
育
成
が

課
題
と
な
る
。

（
ｆ
）
行
政
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
膨
大
な
種
類
と
数
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
長
寿
命

化
を
推
進
す
る
に
は
、
現
場
の
技
術
者
個
々
あ
る
い

は
所
管
部
門
そ
れ
ぞ
れ
と
い
っ
た
バ
ラ
バ
ラ
の
取
り

組
み
で
は
限
界
が
あ
る
。
最
適
コ
ス
ト
で
最
善
の
効

果
を
、
し
か
も
長
期
に
わ
た
り
達
成
し
て
い
く
た
め

の
、
全
体
を
体
系
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
仕
組
み

の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
外
資
系
企
業
で

導
入
さ
れ
て
い
る
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
＝
そ
の
企
業
の
所
有
す
る
諸
施
設
を
経
営
資
源

と
と
ら
え
、
最
有
効
に
活
用
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手

法
＝
も
一
つ
の
参
考
と
な
り
う
る
。

②
-
本
市
の
公
共
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
実
態
と
今
後
の

　
　
維
持
更
新
費
の
予
測

　
本
市
で
は
、
学
校
が
6
0
～
7
0
年
代
、
下
水
管
き
ょ

が
7
0
～
8
0
年
代
に
集
中
し
て
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
人

口
急
増
に
対
応
し
た
集
中
的
な
ス
ト
ッ
ク
形
成
が
特

色
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
今
後
老
朽
化
し
て
い
く
と
、

更
新
の
負
担
も
集
中
し
て
増
加
し
て
い
く
こ
と
は
容

易
に
予
測
が
つ
く
。
そ
こ
で
、
2
0
3
0
年
ま
で
の

維
持
更
新
費
を
短
命
の
ケ
ー
ス
（
大
蔵
省
令
に
よ
る

耐
用
年
数
と
し
た
場
合
、
図
－
１
）
と
、
長
寿
命
の

ケ
ー
ス
（
維
持
管
理
費
を
１
・
５
倍
に
し
、
延
命
化

し
た
場
合
、
図
-
２
）
の
２
ケ
ー
ス
を
設
定
し
、
推

計
し
た
（
推
計
の
前
提
・
表
）
。
短
命
の
ケ
ー
ス
が
現

実
の
も
の
と
な
る
と
、
更
新
費
が
増
え
続
け
、
未
来

は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
る
。
一
方
、
長
寿
命
化
の

ケ
ー
ス
で
は
、
こ
の
事
態
は
回
避
さ
れ
、
現
在
と
同

水
準
の
負
担
で
推
移
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
基
本
的
に
長
寿
命
化

の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
推
計
結
果
を
広
く
公
表
し
、
長
寿
命
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
各
方
面
の
意
識
・
理
解
を

喚
起
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

③
-
長
寿
命
化
の
推
進
～
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
の
導
入

　
①
の
課
題
、
②
の
推
計
を
踏
ま
え
、
基
本
的
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
、
ま
ず
「
長
寿
命
化
の
基
本
方
針
」
を

打
ち
出
し
た
。
こ
の
内
容
は
、
公
共
施
設
の
長
寿
命

化
の
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
の

「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
導
入
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
既
存
施
設
は
予
防
保
全
、

ま
た
、
新
規
施
設
は
耐
久
性
と
可
変
性
の
確
保
を
、

本
市
が
保
有
す
る
膨
大
か
つ
多
様
な
施
設
を
対
象
に

体
系
的
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
基
本
方
針
を
ビ
ジ
ョ
ン
倒
れ
で
な

く
実
践
可
能
な
も
の
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
実
践
化
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の

「
長
寿
命
化
の
個
別
方
針
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

基
本
方
針
と
あ
わ
せ
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

全
体
像
は
図
－
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
全
体
の
流
れ
は
、
個
別
方
針
に
も
と
づ
き
部
門
別

に
規
準
を
定
め
、
こ
れ
を
も
と
に
全
市
・
部
門
・
施

設
別
の
長
期
保
全
更
新
計
画
を
定
め
、
合
理
的
根
拠

に
も
と
づ
く
予
算
化
、
そ
し
て
点
検
・
修
繕
の
実
施

評
価
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、

（
注
）
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
研
究
会

高
橋
和
也
・
大
和
田
芳
朗
・
廣
段
雄
治
・
石
渡
修

司
・
片
桐
　
晃
・
上
甲
吉
史
・
安
藤
隆
夫
・
酒
井

純
・
竹
原
武
彦
・
斉
藤
　
聖
・
前
島
健
二
・
中
村
伸

明
・
岡
本
雅
夫
・
高
橋
　
淳
・
大
堀
　
剛
・
森
田

清
（
以
上
1
6
名
：
平
成
1
2
年
度
施
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研
究
会
）
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（
ａ
）
実
践
化
に
不
可
欠
な
以
下
の
ツ
ー
ル
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化

ア
　
目
標
耐
用
年
数
を
各
部
門
ご
と
に
検
討
・
決
定

　
す
る
こ
と
と
し
、
か
つ
、
物
理
的
耐
用
年
数
に
よ

　
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
規

　
施
設
の
設
計
・
建
設
、
既
存
施
設
の
保
全
の
目
標

　
と
す
る
と
と
も
に
、
更
新
に
つ
い
て
は
目
標
耐
用

　
年
数
満
了
時
に
更
な
る
延
命
か
更
新
か
を
判
断
す

　
る
方
式
と
し
た
。

イ
　
点
検
・
修
繕
の
保
全
規
準
を
各
部
門
ご
と
に
検

　
討
・
決
定
す
る
こ
と
と
し
、
か
つ
、
部
門
間
の
調

　
整
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
際
、
保
全
が
過
小

　
過
大
と
な
ら
な
い
よ
う
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
踏
ま
え
て
検
討

　
す
る
こ
と
と
し
た
。

ウ
　
長
期
保
全
更
新
計
画
を
、
「
各
施
設
別
計
画
」
、

　
こ
れ
を
束
ね
た
「
部
門
別
計
画
」
、
更
に
「
全
市

　
計
画
」
の
３
段
階
構
成
で
策
定
す
る
こ
と
と
し
、

　
保
全
・
更
新
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
中
長
期
で
把
握

　
し
、
平
準
化
や
重
点
化
等
の
検
討
を
す
る
ツ
ー
ル

　
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

エ
　
保
全
業
務
の
基
礎
と
な
る
施
設
デ
ー
タ
の
整
備

　
に
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
。

オ
長
寿
命
化
関
連
の
施
策
の
評
価
に
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ

　
分
析
手
法
が
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
活
用

　
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
た
。

カ
　
長
寿
命
化
技
術
の
導
入
と
活
用
の
た
め
、
技
術

　
力
の
向
上
や
民
間
新
技
術
の
調
達
等
を
う
た
っ
て

　
い
る
。

（
ｂ
）
部
門
と
全
市
の
推
進
体
制

　
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
新
た
な
行
政
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
あ
た
っ
た
部
門
ご
と
の
責
任
者
と

し
て
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

所
管
す
る
部
門
の
す
べ
て
の
施
設
に
つ
い
て
、
規

準
・
長
期
保
全
更
新
計
画
を
策
定
し
、
必
要
な
保
全

予
算
を
確
保
し
、
点
検
修
繕
の
実
行
・
評
価
を
行
う
。

ヒ
ト
や
カ
ネ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
異
な
り
、
モ
ノ
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
責
任
者
と
な
る
。
（
保
有
す

る
経
営
資
源
を
ど
う
活
か
す
か
と
い
う
権
限
は
、
類

似
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
経
営

の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
が
当
た
る
こ
と
か
ら
も
、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
部
長
職
と
し
て
い
る
。
）

　
ま
た
、
個
々
の
部
門
を
束
ね
て
全
市
レ
ベ
ル
で
調

整
す
る
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
を
置
く

こ
と
と
し
た
。
（
技
監
を
議
長
と
し
、
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
。
）

（
Ｃ
）
予
算
編
成
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ

　
個
別
方
針
で
は
、
「
1
4
年
度
以
降
の
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
の
推
進
に
関
す
る
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
各
種
規
準
や
長
期
保
全
更
新
計
画
等
に
よ
る
合

理
的
根
拠
に
も
と
づ
い
た
積
み
上
げ
方
式
に
よ
る
。
」

と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
予
算
編
成
の
プ
ロ

セ
ス
と
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
図
っ
て
い
く
。

（
ｄ
）
Ｉ
Ｔ
の
活
用

　
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
膨
大
か
つ
多
様
な
施
設
に
関
し
て
の
履
歴
デ
ー

タ
や
計
画
デ
ー
タ
を
共
有
し
た
り
、
束
ね
だ
り
、
有

効
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、

Ｉ
Ｔ
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
例
え
ば
、
施
設
デ
ー

政
策
＆
調
査
研
究
・
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
の
推
進

タ
整
備
に
あ
た
っ
て
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
等
に
よ
る
電
子
納

品
、
ま
た
、
長
期
保
全
更
新
計
画
で
は
共
通
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
使
用
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
ｅ
）
段
階
的
推
進

　
多
数
の
公
共
施
設
を
対
象
と
し
、
多
数
の
関
係
者

の
尽
力
を
伴
う
、
業
務
内
容
の
大
き
な
変
革
で
あ
り
、

一
朝
一
タ
に
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

３
ヶ
年
を
か
け
て
順
次
対
象
分
野
と
取
り
組
み
精
度

の
拡
大
・
向
上
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
１
で
触
れ
た
よ
う
に
長
寿
命
化
の
推
進
は
、
本
市

独
自
の
課
題
で
は
な
い
。
多
く
の
都
市
、
ひ
い
て
は

日
本
全
体
に
及
ぶ
問
題
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認

識
の
も
と
、
右
肩
上
が
り
の
時
代
を
ひ
き
ず
っ
た
新

設
・
更
新
に
重
点
を
お
い
た
今
日
の
補
助
制
度
を
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
も
補
助
を
拡
大
す
る
よ
う
国
家
要

望
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
長
寿
命
化
の
推
進
は
政
策
の
研
究
段
階
を

経
て
、
３
か
年
計
画
の
初
年
度
で
、
ま
さ
に
現
在
進

行
形
で
あ
る
。

　
こ
の
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
が
、
１
つ
の
問
題
意

識
か
ら
実
践
の
段
階
ま
で
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
努
力
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
更
な
る
推
進
を
期
待
し
た
い
。

＜
企
画
局
技
術
調
査
室
技
術
調
査
課
長
＞

図‐3　ストックマネジメントの全体像
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